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下仁田中学校だより 令和４年４月14日発行

【教育目標】 愛する 考える 行う 第２号
Webページ：http://www.shimonita.ed.jp/shimonita-jhs/ 校長 山田 知利

E-mail：shimochu@shimonita-kyouiku.ed.jp

『みんなが生き生きと輝き、誇りをもてる学校』を目指します
下仁田町コミュニティ・スクールの育成目標を踏まえ、生徒たちのより良い成長ため

に、全教職員で一致団結して取り組んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

１ 教育目標及び目指す生徒像
【愛する】 豊かな心をもつ生徒
・誰にでも明るい挨拶や返事ができる
・お互いのちがいを認め、思いやりのある言動をとる
・ふるさとを知り、ふるさとを大切にする

【考える】 自ら学び自ら考える生徒
・夢や目標に向かって自ら学び、努力する
・自ら気づき、よりよく考え、判断する

【行 う】 健康で実行力のある生徒
・心身の健康につながる生活行動をとる
・人のために進んで行動する

２ 目指す学校像

みんなが生き生きと輝き、誇りをもてる学校
［生 徒］学校が楽しい、学びが楽しい ［保護者］安心、信頼できる
［地 域］協力、応援したい ［職 員］働きやすく、働きがいがある

３ 目指す職員像
〈信頼される教職員〉
・誠実な言動、教育公務員として責任ある言動をとる

〈一致団結する教職員〉
・学校課題の解決に向けて、自分の良さを発揮し、積極的に参画・協働する

〈学び続ける教職員〉
・未来を生きる人づくりのために、指導力の向上、人間力の向上を目指す

４ 学校経営方針
《 基本方針 》
学校での主人公は生徒。すべては生徒たちのよりよい成長のために、教職員が一丸となり、

家庭や地域とともに教育活動を展開する。
《 具体目標 》
（１）生きる力を育む指導の充実
○生徒主体の学校づくりを行うとともに、生徒理解に基づく支援や指導を充実させ、自立し、
共生できる生徒を育成する。

○主体的、対話的で深い学びを視点とした授業改善に努め、ICTを効果的に活用して、「知識
・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」をバランスよく育む

（２）信頼される学校づくり
○学校課題を自分ごととして捉え、報告・連絡・相談・確認を確実に行うとともに、フット
ワーク（迅速）、ネットワーク（連携）、チームワーク（協力）よく解決に当たったり、学
校運営に参画したりする。

○学校から積極的な情報発信に努めるとともに、保護者や地域の方の立場に立って 声を聴
いたり、考えたり、出向いたりして協働する。

（３）安全で安心な学校づくり
○生徒の命と健康、人権を守ることを最優先に考え、教育活動を行うとともに、生徒自身が
自ら命と健康、人権を大切にすることができるよう支援や指導を行う。

http://www.shimonita.ed.jp/shimonita-jhs/
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持続可能な学校を目指して
（１）校時表の変更について
全国の学校で、働き方改革を一層推進することが求められており、昨年度、本校では、

全職員が日常的に勤務時間を意識した働き方を行うとともに、ICT を効果的に活用した
業務改善や学校行事の工夫をはじめ、効率的かつ効果的な業務の推進に取り組んで参り
ました。その結果、職員の時間外勤務は減少傾向にありますが、月によっては規則等で
定められた時間を超えている現状も見られます。また、令和４年度は学級減に伴い、職
員数が数名減となりました。そのような状況の中で、教職員が生徒と向き合う時間を確
保するとともに、心も体も元気に生徒に向き合い、質の高い授業や指導を行うために、
働き方改革を一層推進していくことが必要となります。その一貫として校時表の見直し
を行いました。朝の活動や清掃活動の縮減、部活動時間の一部短縮などを行うことで時
間を生み出し、上の下線部のような姿につなげて参りたいと考えております。合わせて、
生徒の主体性やタイムマネジメントにもつなげていければと考えております。ご理解、
ご協力くださいますようお願いいたします。

（２）部活動について
群馬県教育委員会から、『１つの部に２名以上の

顧問を配置できる部活動数を基準とすること。原則
として、教諭１名が１つの部のみ担当するよう体制
整備を進めること』が示されています。本校の場合、
右表のような状況にあり、生徒の思いや願い、意欲
を大切にしたい一方、練習や大会の指導・引率等で
難しい場面があります。今後の部員等の状況を見て、
適正な部活動数を考えて参りたいと思います。
また、『地域の実情や生徒、顧問、保護者、地域

の意見等を踏まえ、 県及び市町村教育委員会やＰ
ＴＡ、地域関係団体等と連携して、地域部活動につ
いての理解を深め、休日の部活動の段階的な地域移
行について、検討を始めること。』と示されており、
下仁田町でも今年度から検討に入るそうです。体制
整備の関係で、すぐに実現することは難しいかもし
れませんが、町の関係者と連携して、よりよい形を
模索して参りたいと思います。


